
環境DNAデータ（生物基盤）

「点」の データ
衛星データ（空間情報）

「面」の データ

生息適地推定

衛星データで水産資源管理をアップデート！

魚が「存在した場所」を検出 広域の環境情報を網羅的に取得

「魚はどのエリアが生息に適しているのか」
科学的に可視化します

生息適地を
地図上で可視化

こんな未来を実現します
資源管理の最適化 漁場整備の効率化 放流計画の高度化

 魚がすみやすい場所を推定

 過去･現在･未来を比較可能

 資源管理をデータで支援

放流や保全の効果を可
視化し、コストを削減

整備の優先エリアを特
定し、予算を有効活用

環境変化を継続監視

魚が定着しやすい場所を
推定し、放流効果を向上

過去・現在・未来の環
境変化を比較・監視

水

【NEDO Challenge ファイナリスト_開発技術紹介(テーマ2)】

eDNA（環境DNA） × 衛星データで内水面漁業をDX化 -効率的な漁場
整備と持続可能な水産資源管理の実現-/株式会社 フィッシュパス



生息適地モデルの有効性をフィールド調査にて実証

実用レベルの
予測精度を実現

連携体制   – 大学と地域との連携により、知見と技術を結集し、モデルの高度化と社会実装を推進 - 

『進化型資源管理プラットフォーム』

フィッシュパスの強み モデルを進化・更新し続けられる仕組み

リアルタイム観測技術 衛星データ解析･評価 生息適地モデル 環境DNA技術

データ収集 学習・更新 モデル改善
精度向上

なぜフィッシュパスは実現できるのか？

全国441漁協ネットワーク

８大学連携

→全国からデータが集まる仕組み
→継続的なデータ収集が可能

→専門家による知見を共有

データを吸収し進化し続ける『資源管理エンジン』

幅広い生物の可視化が可能 国内から世界へ

魚類
（淡水・海水）

甲殻類
（エビ・カニ）

海藻類
（藻場等）

水生昆虫
（トビケラ等）

哺乳類
（クマ・イノシシ等）

環境DNA分析は魚だけでなく
あらゆる生物を可視化できる まずは東南アジアを起点に、グローバル展開

日本 東南アジア

生息適地推定 現地調査 生態捕獲

モデルが「魚がすみやすい場所」を推定 未調査地点を現地で調査 実証対象のアジメドジョウを確認

 未調査地点でアジメドジョウを確認し、本モデルの有効性を実証

フィッシュパスだから、モデルは進化し続けられる。

全国441漁協 大学連携 モデル Update! 精度向上
現場から継続的にデータ取得 最新の研究･知見を反映 適地モデルを継続的に更新 使うほど賢くなる資源管理を実現
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